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１１１１．．．．研究意義研究意義研究意義研究意義    

腰痛はヒトが四足歩行から二足歩行に進化

したために起こった運命的な疾患であり、成人

の約 80％が罹患・経験するといわれ、医療費

はもとより腰痛による離職のための経済的な

損失も多大である。腰痛は疾患に起因するもの

の他、身体的要因・心理的要因などが加担する。

また、腰椎構成組織の反応変化に基づいた機能

障害として発現する。単一組織障害による軽度

の腰痛は自然治癒する確率が高く、医学的治療

を受けることなく緩解する。しかし、日常生活

における腰部屈曲の頻度や不良姿勢の持続な

どで、力学的ストレスが腰椎の侵害受容器を刺

激し易再発性の悪循環を形成する(図１)。初期

の段階で適切な治療を怠ると病変の進行や再

発の繰り返しにより重症化へ進展する。よって

腰痛悪循環を遮断することとともに、再発予防

への対応が重要である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図図図図 1111    腰痛腰痛腰痛腰痛のののの悪循環悪循環悪循環悪循環    

 
現代人が訴える腰痛のほとんどが運動不足

による筋力（特に腹筋、背筋）の衰えと体重の

増加による原因が多い。対処法としては日ごろ

からこまめに体を動かし、水泳・体操など適度

のスポーツをし、腹筋や背筋を鍛えることが重

要であるとされている。一方、競技人口が 1000
万人以上を超えるゴルフは、年齢を超え技術や 
 
 

 

体力の差を越えて老若男女誰でも同じフィー 
ルドで楽しむことができる生涯スポーツであ

る。しかしながら腰痛症を引き起こしやすいス

ポーツもある。 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

図図図図 2222    某病院某病院某病院某病院におけるにおけるにおけるにおける過去過去過去過去 10101010 年間年間年間年間ののののゴルフゴルフゴルフゴルフ障害障害障害障害

部位別発生件数部位別発生件数部位別発生件数部位別発生件数    

 
図 2 は某病院における過去 10 年間のゴルフ

障害部位別発生件数を示したものである。図よ

り腰背部、肘関節、手・手関節の順で発生件数

が多いことがわかる。肘関節、手・手関節の障

害はゴルフスイング中においてインパクトで

ボールの手前の地面をたたく、いわゆるダフっ

たときになどに、クラブヘッドに加わった力が

伸展された肘関節、手関節に伝わり前腕屈曲、

回内筋群起始部に過度の緊張が加わった結果

生じる。この障害はゴルフを始めたばかりの初

心者に特に見られるものである。一方、腰背部

障害は初心者、上級者を問わず起こるものであ

り、その原因としてゴルフ特有の動作（スイン

グ）が考えられる。ゴルフスイングはボールを

打つために回旋を必要とし、上下・左右・前後

の動きの複雑な組み合わせから生まれる回転

運動を同一方向に繰り返し行うものであり、常

に腰部への負担が伴い、腰痛症を引き起こす要

因となりえる。またその中でも普段使わない筋

肉を使って痛めてしまう為に起こる「筋筋膜性

腰痛」を起こす場合が多いとされている。 
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２２２２．．．．研究目的研究目的研究目的研究目的    

本研究ではゴルフスイングの円滑性に着目

し、スイングによって腰痛が引き起こされる要

因を見つけ出し、腰部への負担が少ないゴルフ

スイングを提案することを目的とする。 
下記にゴルフスイングの円滑性に関する要

因を表す。    
 

表表表表 1111    ゴルフゴルフゴルフゴルフスイングスイングスイングスイングのののの円滑円滑円滑円滑性性性性にににに関関関関するするするする要因要因要因要因    

段階

アドレス

バックスイング～
トップスイング

ダウンスイング～
フィニッシュ

足幅、足部角度、重心位置、体重
分配、前傾角度、ボール位置、背
筋角度、ボールとの距離、骨盤角
度、肩角度、膝角度、膝位置

肘角度、骨盤角度、肩角度

回転軸

要因

 
 

３３３３．．．．研究概要研究概要研究概要研究概要    

被験者は男性とし、事前調査としてアンケー

ト(フェイス項目、ゴルフ歴、腰痛経験など)、
身体計測(前方腕長、腰高計測など)を実施し個

人特性をとる。 
実験には被験者にボールを打つ動作をさせ

る。その際、被験者の肩峰点、腸骨稜点など各

部位に基準となるマークを貼付し、高速度カメ

ラを用いスイングの各段階の部位角度を計測

し、筋電図の結果と照らし合わせ、腰部負担要

因を特定する。 
具体的な測定項目を以下に示す。 

(１)筋電図 
(２)自覚疲労症状しらべ 
(３)VAS 
(４)身体疲労部位 
(５)VTR分析 

ここでいう VASとは Visual Analog Scale 
の略語であり、主観的疼痛視覚スケールと呼 
ばれるもので、疼痛の主観的な指標として利用

されており、直線 10cm 幅を取り、「今までで

経験した最高の疼痛」、「疼痛がない」状態を両

端に取り、現在の疼痛の位置を示すことによっ

て測定者の主観的疼痛を数量化した主観的視

覚表現スケールである。 
 図 3 は実験中のゴルフスイングにおける足

幅、足部角度、骨盤角度、肩角度、肘角度、

回転軸計測の一例を示したものである。 

 
    

 

 

 

 

 

 

 

    

    

    

図図図図 3333    実験方法及実験方法及実験方法及実験方法及びびびび測定部位測定部位測定部位測定部位((((一例一例一例一例))))    

    

４４４４．．．．仮説仮説仮説仮説    

ゴルフスイングで腰痛を引き起こす最も大

きな原因として、脊柱に対する肩と骨盤の角度

がもっとも重大だと考えられる。肩、骨盤の動

きがバラバラに動くことでスイングの円滑性

を大きく阻害し、腰部に対して負担を及ぼすと

考えられる。 
    

５５５５．．．．今後今後今後今後のののの研究方針研究方針研究方針研究方針    

    本稿では研究意義及び概要を述べるに留め

るが、今後、実験研究を行い、前述の各測定評

価項目に関して詳細な分析を行い、その結果を

基に腰痛が引き起こされる要因を見つけ出し、

腰部への負担が少ないゴルフスイングを提案

する予定である。 
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